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〜山田方谷と津山〜〜山田方谷と津山〜

☆広報つやまはホームペ
　ージで閲覧できます。
http://www.city.tsuyama.

okayama.jp/

後
見
人
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広報つやまは、環境保護の
ため古紙配合率100％再生紙、
大豆油インキを使用してい
ます。読み終えた後はリサ
イクルにご協力ください
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津
山
駅
構
内
の
扇
形
機
関
庫
（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）
は
今
や
貴
重
な
鉄
道
遺
産
。
そ
の

機
関
庫
の
見
学
会
が
６
月
11
日
（
日
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
参
加
費
１
、
０
０
０
円
（
駅
弁

付
き
）。
参
加
方
法
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
、
エ
コ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
津
山
薊
22‐７
６
５
６
へ
。（
鉄
）
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　市勢要覧完成！稲葉浩志さん
からのメッセージでは、多忙の中
いただいた文章の一言一言に、
ふるさとへの思いが綴られていま
す。稲葉さんの作る歌詞には津

山の情景が描かれてい
ると聞いたことがありま
すが…うん！納得！（Ｘ）

　今月号の特集は子どもの日に
ちなみ、かわいくしてみました。
セリフを考えていると、だんだ
ん感情移入し「６月４日の河川清
掃には行くから、待っててね♡」

といつしか心の友となっ
たゴンちゃんと話を…。
がんばれ自分～。 (ｅ)

し
た
。

　

津
山
を
訪
れ
た
方
谷
は
本
源
寺
に
滞
在
し
て
、
昼
は
砲

術
修
行
を
行
い
、
夜
は
希
望
者
に
対
し
て
大
学
の
講
義
を

し
て
い
ま
す
。
方
谷
は
、
こ
の
津
山
訪
問
を
七
言
絶
句
に

し
て

一※

行
盡
幾
重
山　

一

行
け
ば
尽

こ
と
ご
とく

幾
重
の
山

朝
發
松
山
暮
勝
山　

朝
に
松
山
を
発
し
暮
れ
に
勝
山

更
向
東
方
閲
山
去　

更
に
東
方
に
向
か
い
山
を
閲み

て
去
る

就
中
最
好
是
津
山　

な
か
ん
ず
く
最
も
よ
き
は
こ
れ
津
山

　
　
　
　
　
　
　
　

な
り　
　
　
　
　
　
　

※
杖
の
こ
と

と
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

ひ
と
月
余
り
で
帰
国
し
た
方
谷
は
、
直
ち
に
藩
内
で
指

導
を
始
め
ま
し
た
。
年
譜
で
は
、
こ
れ
が
備
中
松
山
藩
の

軍
制
改
革
の
始
ま
り
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
谷
と
津
山
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
続
き
、

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
２
月
に
は
、
砲
術
に
も
長
け
て

い
た
津
山
藩
の
神
伝
流
師
範
植
原
六
郎
左
衛
門
が
、
逆
に

備
中
松
山
藩
を
訪
れ
、
玉
島
海
上
で
の
水
上
砲
術
演
習
や

神
伝
流
泳
法
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

▲山田方谷像（高梁市蔵）

い
っ
き
ょ
う

び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み
な
が
よ
し

　

備
中
櫓や

ぐ
らに

ゆ
か
り
が
あ
り
、
鳥
取
城
主
で
あ
っ
た
池
田

備
中
守
長
幸
は
、
元
和
３
年
（
１
６
１
７
）
に
備
中
松

山
城
に
移
り
６
万
５
千
石
を
領
地
と
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
以
前
の
慶
長
年
間
に
は
、
小
堀
家
が
備
中
松
山
の

領
主
と
し
て
入
っ
て
お
り
、
２
代
目
小
堀
遠
州
は
備
中
松

山
城
の
修
理
や
城
下
町
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
津
山
市

の
衆
楽
園
が
作
庭
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
期
は
遠
州
没
後
な

の
で
す
が
、
一
説
に
は
、
衆
楽
園
は
遠
州
流
の
庭
園
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
、
な
に
か
と
津
山
と
ゆ
か
り
の
あ
る
備
中

松
山
藩
で
す
が
、
そ
の
備
中
松
山
藩
の
儒
学
者
と
し
て
、

あ
る
い
は
藩
政
改
革
の
指
導
者
と
し
て
著
名
な
山
田
方
谷

も
、
津
山
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
し
た
。
そ
の
１
つ
に

西
洋
流
砲
術
の
修
行
が
あ
り
ま
す
。
山
田
方
谷
の
年
譜
か

ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

方
谷
は
儒
学
者
で
し
た
が
、
幕
末
の
混
乱
し
た
情
勢
の

中
で
軍
制
改
革
と
西
洋
式
砲
術
の
必
要
性
を
早
く
か
ら
感

じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
諸
藩
の
軍
制
は

古
式
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
）
４
月
、
方
谷
は
西

洋
式
砲
術
を
学
ぶ
た
め
に
、
弟
子
の
三
島
毅
（
中
州
）

を
伴
っ
て
、
当
時
す
で
に
西
洋
式
砲
術
を
採
り
入
れ
て
い

た
津
山
藩
を
訪
れ
ま
し
た
。
方
谷
が
学
ん
だ
天
野
直
人
は
、

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
６
月
に
は
津
山
藩
に
お
け
る

荻
野
流
砲
術
師
範
役
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
天
保
15

年
（
１
８
４
４
）
３
月
、
幕
府
砲
術
教
授
高
島
秋
帆
流
砲

術
の
修
行
の
た
め
高
島
門
下
の
下
曽
根
金
三
郎
の
も
と
に

遣
わ
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
に
星
山
流
砲
術
の
皆
伝
も

受
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
に

は
１
年
に
及
ぶ
高
島
流
の
修
行
を
終
え
た
と
い
う
人
物
で




